
 

（第２号様式）   

令和５年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立神奈川工業高等学校（全日制）  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

 視点 

４年間の目標 

（令和３年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①工業に関する

専門教科・科目

を中心に、理数

教育及び外国語

教育の充実に注

力した教育課程

編成を行う。 

 

②グローバルコ

ミュニケーショ

ン能力育成のた

めの教育のさら

なる検討を行

う。 

 

③創造的な問題

解決力を育成す

るために、生徒

が主体となる双

方向授業を展開

する。 

 

④実践的・体験

的学習を重視し

て、自ら課題を

発見し解決する

ための力を育む

授業改善を実施

する。 

 

①神工 STEAM 教

育の実践・推進

に向け、新教育

課程に即した指

導計画の作成を

行うと共に高大

企業連携の充実

を図る。 

 

②英語教育とし

て各教科におい

てグローバル教

育を意識した取

組を展開し、生

徒の視野を広げ

る。 

 

③④各教科にお

いてスタディサ

プリ等を活用

し、授業でのタ

ブレット利用方

法の充実を図

る。 

③④各教科にお

いて創造的な問

題解決力を育成

するための指導

方法の研究と充

実を推進する。 

①STEAM 教育の校

内組織図の作成お

よび教員向け研修

を実施する。また

目的別学習活動コ

ンソーシアムの更

なる推進を図る。 

 

②グローバル教育

について、校内組

織図の作成および

教員向け研修等を

実施する。 

 

③④スタディサプ

リ配信週間を継続

するとともに、授

業での活用に向け

て教員向け研修会

を実施する。 

 

③④課題研究の内

容に課題の発見の

しかたや解決プロ

セスについての学

習を組み込む。 

①STEAM 教育の校

内組織図を作成お

よび教員研修が実

施できたか。また

目的別学習活動コ

ンソーシアムの充

実が図れたか。 

 

②グローバル教育

について、校内組

織図の作成ができ

たか。また、教員

研修が実施できた

か。 

 

③④教員によるス

タディサプリの課

題の配信回数およ

び生徒の利用状況

が向上したか。 

 

③④課題研究の内

容に課題の発見の

しかたや解決プロ

セスについての学

習を組み込むこと

ができたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 

生徒指導・支援 

①多様性を理解

し、来たる国際

社会の一員とし

て活躍できる人

間性の育成を図

る。 

 

②リーダーシッ

プや協働意識を

養い、生徒の人

間性の育成を図

る。 

 

①自他の違いを

理解し他人を尊

重できる人格・

社会生活の考え

方を育てる。 

 

②学習活動や学

校生活等で仲間

を尊重し合い、

安心安全な学校

生活を保障でき

るよう、個に応

じた支援体制を

充実させる。 

①3 年間を見通し

た講演会の配置。 

 

②計画的な基本的

な生活習慣指導の

実践。 

 

②指導・支援体制

の充実と対応マニ

ュアル周知徹底 

 

②効果的な支援情

報の共有体制。マ

ニュアル周知徹底 

①効果的に講演会

を実施できたか。 

 
②生活習慣指導を

計画的に実施でき

たか。 

 

②指導・支援体制

の充実ができた

か。 

 

②情報の共有が効

果的にできたか。 

     

 



 

 視点 

４年間の目標 

（令和３年度策

定） 

１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒のキャリ

ア発達を、正し

い勤労観や職業

観に基づく進学

する意味や就職

する意味につい

て、十分に理解

した段階まで引

き上げる。 

 

 

 

①生徒のキャリ

ア発達の醸成を

家庭からも促す

体制を整えて、

家庭と学校が連

携して生徒のキ

ャリア発達を支

援していけるよ

うにする。 

①現行の進路セミ

ナーに加え、デザ

イン科１・２年生

に総合・推薦型入

試準備セミナーを

実施する。 

 

①新たに公務員講

座や鉄道就職希望

者講座等を実施す

る。 

 

①全学年保護者対

象の進路指導説明

会の実施。３年生

は進学と就職希望

とに分けて実施。 

 

①１８歳成人に伴

う「シチズンシッ

プ講演会」の実施

を検討する。 

①デザイン科対象

総合・推薦型入試

準備セミナーが実

施できたか。 

 

①公務員講座、鉄

道就職希望者講座

等を実施できた

か。 

 

①３年生保護者対

象進路指導説明会

を進学向けと就職

向けに分けて実施

できたか。 

 

①シチズンシップ

に関する講演会を

実施できたか。 

     

４ 地域等との協働 

①各種連携や地

域との協働を 

通した生徒の創

造的な問題解決

力を養う。 

 

②専門高校の教

育内容や理工系

進路においての

他学科に対する

優位性を地域や

中学生に理解し

てもらう。 

①中学生とその

保護者に向けて

本校の優れた実

践とその成果を

発信し、専門高

校のイメージ向

上を図る。 

 

②進路情報に加

え、専門高校の

教育内容や IT

を活用した取組

を発信する。 

①学校紹介動画の

リニューアルや

SNS で行事の予告

などの広報活動を

通し、中学生に本

校の魅力を伝え

る。 

 

②Web ページの進

路の部分の更なる

充実を図る。 

①新入生に SNS の

利用状況などにつ

いてのアンケート

を実施データから

広報計画を立てた

か。SNS の更新が

円滑に行えたか。 

 

②Web ページの進

路の部分の充実が

図れたか。 

 

 

    

５ 
学校管理 

学校運営 

①創造的な問題

発見・解決能力

及び先端技術活

用力を養う教育

活動のための環

境について、よ

り一層充実させ

る。 

 

②生徒と向き合

う時間を確保す

るために、組織

的な学校運営と

校務の効率化を

図る。 

①教員の ICT 機

器を活用した学

習活動および実

践の充実に向

け、研修等を通

し、活用スキル

の向上を図る。 

 

②デジタル採点

ソフトを導入

し、定期試験の

採点業務の軽

減・活用ならび

に採点ミスの防

止を図る。 

①生徒が購入した

1 人１台端末を活

用した授業展開の

工夫、教材研究の

推進を行う。 

 
②定期試験の採点

におけるデジタル

採点ソフトの使用

率を、定期試験を

実施する科目の講

座数比で、５割以

上にする。 

①生徒が購入した

1 人 1 台端末の授

業での活用状況。 

 

②デジタル採点ソ

フトの活用状況。 

     

 


